
　
被
災
３
県
で
１
カ
所
ず
つ
の
施
設
で

あ
る
た
め
、宮
城
県
内
の
被
害
の
全
体

像
が
把
握
で
き
る
ほ
か
、か
つ
て
の
県

内
の
風
景
や
各
地
の
団
体
、企
業
、人

の
取
り
組
み
を
伝
え
る
展
示
も
並
ぶ
。

施
設
の
最
も
高
い
所
が
こ
の
地
を
襲
っ

た
津
波
と
同
じ
高
さ
の
６・９
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
々
が
参
加

し
、協
力
し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
く

方
針
の
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公

園
で
は
、行
政
や
市
民
、企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
協
働
で
、２
０
２
３
年
を
目
標

に
約
10
万
本
の
苗
木
の
植
樹
が
行
わ
れ

る
予
定
だ
。こ
の
う
ち
、６
万
本
を
市

民
に
よ
る
協
働
で
整
備
す
る
と
し
、沿

岸
部
や
南
浜
の
地
で
育
っ
た
苗
木
を
植

栽
。こ
の
土
地
の
風
土
に
あ
っ
た
ク
ロ
マ

ツ
や
ア
カ
マ
ツ
、ヤ
マ
ハ
ギ
、ケ
ヤ
キ
、

コ
ナ
ラ
な
ど
約
70
種
類
の
樹
木
が
育
ち

森
を
作
る
。

　

苗
木
を
強
い
風
か
ら
守
る「
静
砂

垣
」で
囲
わ
れ
た
場
所
が
、森
と
な
る
植

栽
エ
リ
ア
。長
い
時
間
が
か
か
る
こ
と

に
な
る
が
、市
民
が
見
守
り
育
む
こ
と

で
、数
十
年
後
に
は
、緑
豊
か
な
森
と

な
る
。所
々
に
は「
桜
の
木
」も
植
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、春
に
は
満
開
の
桜
の

も
見
ら
れ
る
。月
日
の
経
過
と
共
に
森

が
成
長
し
、め
ぐ
る
季
節
の
中
で
色
を

変
え
て
い
く
。

　私たちが日常の会話で度々、交わす「震災前」「震災後」という言葉。生活が変わった東日本大震
災から間もなく10年が経ちます。それぞれが過ごした、この10年は長かったり、短かったり。もしか
すると、早く感じた時や、ゆっくり感じた時もあるかもしれません。
　今回は、震災前の暮らしの記憶を残し、追悼と鎮魂の思いを込めて3月28日に開園する「石巻南
浜津波復興祈念公園」を紹介します。園内には国営の追悼祈念施設となる「祈りの場」や、展示を通
じて津波の恐ろしさや復興状況を紹介する「みやぎ東日本大震災津波伝承館」をはじめ、市民が日
常的に使える広場や遊具もあります。

　
公
園
が
整
備
さ
れ
る
の
は
、日
和
山

公
園
か
ら
見
渡
せ
る
場
所
に
あ
る
石

巻
市
の
南
浜
町
。広
さ
は
25
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
約
１
２
４
０
個
分
に
相
当
す
る

38
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、震
災
前
に
は
約

４
７
０
０
人
が
過
ご
し
た
地
域
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る
被

害
が
大
き
く
、石
巻
市
は
人
が
住
め

な
い
災
害
危
険
区
域
に
指
定
し
、跡

地
利
用
と
し
て
復
興
を
象
徴
す
る
よ

う
な「
鎮
魂
の
森
」を
構
想
。被
災
３

県
で
１
カ
所
ず
つ
国
営
の
追
悼
・
祈
念

施
設
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、有

識
者
に
よ
る
話
し
合
い
な
ど
を
経
て
、

公
園
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
て
き
た
。

２
０
１
７
年
３
月
に
起
工
式
が
行
わ

れ
、石
巻
市
と
宮
城
県
、そ
し
て
国
が

一
体
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　
円
形
平
屋
の「
み
や
ぎ
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
」は
管
理
棟
と
展
示
機

能
を
備
え
る
公
園
の
中
核
施
設
だ
。

館
内
で
は「
か
け
が
え
の
な

い
命
を
守
る
た
め
に
、未

来
へ
と
記
憶
を
届
け

る
場
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
映
像
や
パ

ネ
ル
を
通
じ
て
、津

波
の
恐
ろ
し
さ
や
各

地
の
被
害
と
復
興
状
況

を
紹
介
す
る
。

巻頭特集

3月28日

開 園

▲�2023年を目標に約10万本の苗木の
植樹が予定されている

▲�人々が行き交った街の記憶や、かつての土地の履歴を再生した復興祈念公園が間もなく開園を迎える（2月2日撮影・石巻市提供）

▲�風から苗木を守る「静砂垣」で囲まれ
た場所が植栽エリア

▲�園内には植栽済みの場所もあり、徐々
に「鎮魂の森」として成長していく

▲�2018年9月に行われた植樹祭の様子

　公園の整備には石巻市職員をはじめ、全国

各自治体からの応援による多くの派遣職員も

携わってきました。そこで、職員を代表して

4 名の派遣職員の皆さんと近隣住民を代表し

て「かどのわき町内会」の本間英一会長に、

公園への思いを聞きました。

　石巻市職員の講演を聞く機会があり、微力
ながら役に立てる事があればと思い石巻に来
ました。担当した雲雀野広場のあずまやや、駐
車場前の作業棟の工事を担当して、良い経験
をさせていただきました。数十年かけて森とな
る、公園を見守り続けていきたいと思います。

鹿児島県鹿児島市から派遣
2020年4月～

畠
は た な か

中 優
ゆ い

衣さん

石巻市建設部建築課

▲みやぎ東日本大震災津波伝承館
開館時間  9時～17時　 休館日  毎週月曜日、祝日の翌日、年末年始
入館料  無料　　　　 その他  月命日の11日は毎月開館

3月28日オープン

　自然豊かな南浜の海岸には緑の松林があっ
たり、私が子どもの頃には田んぼが広がってい
ました。樹木を植えて、慰霊の森になるのは良
いことだと思います。公園とMEET門脇、旧門
脇小学校校舎が連携しながら、慰霊の場とし
て、一体感のある公園になってほしいです。

本
ほ ん ま

間 英
え い い ち

一さん

かどのわき町内会会長

　職場先輩の災害派遣をきっかけに、学んだ
事を生かして、復興のお手伝いをしたいと思い
石巻に来ました。担当した一丁目広場の「作業
棟」の建設を通じて、石巻の皆さんの思いにふ
れ、震災当時の状況も学べました。笑顔が、あ
ふれる公園になってほしいと思っています。

埼玉県さいたま市から派遣

石巻市建設部建築課

2020年4月～

吉
よ し だ

田 祥
さ き こ

子さん

　成長する機会になると思い石巻に来ました。
工事の大型車両が行き交う、公園東側の新設
道路「南浜東１号線」の施工を担当し、民間事
業者の皆さんとの調整業務も行いました。森
を見守りながら、大勢の方に使ってもらえる道
路なので、大事に利用してほしいと思います。

新潟県新潟市から派遣
2020年4月～

石
い し や ま

山 彩
さ や か

加さん

石巻市復興事業部基盤整備課

　仙台の親戚との石巻訪問をきっかけに、石
巻での勤務を希望していました。担当した雲雀
野広場の「遊具」は子どもたちが年齢に合わせ
て遊べる遊具で、来園者が祈る時にも目立ち
すぎない配色にしています。生活の一部とな
る場として広場を利用してほしいです。

東京都墨田区から派遣

石巻市復興事業部基盤整備課

2020年4月～

舟
ふ な だ

田 実
み か

夏さん
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伝承館の南側には、震災前、
赤い鳥居が建ち並び、祀ら
れていた「善海田稲荷」があ
る。

災
の
記
憶
を
伝
え
る
森
に
し
て
い
く
。

　

園
内
を
東
西
や
南
北
に
横
断
す
る

道
路
は
震
災
前
か
ら
南
浜
町
で
利
用

さ
れ
て
お
り
、記
憶
を
再
生
す
る
手
が

か
り
と
な
る
。日
常
生
活
の
中
で
行
き

交
う
人
々
の
生
活
を
つ
な
い
だ
街
路
網

も
残
さ
れ
て
い
る
。公
園
を
東
西
に
貫
く

「
中
町
通
」も
震
災
前
の
道
路
を
残
し

た
道
。「
追
悼
の
広
場
」を
通
り
、東
側

の
築
山（
一
丁
目
の
丘
）を
登
る
階
段

へ
続
い
て
い
る
。東
か
ら
一
丁
目
、二
丁

目
、三
丁
目
、四
丁
目
と
割
り
振
ら
れ

て
い
た
、か
つ
て
の
南
浜
町
の
区
割
り

が
広
場
な
ど
の
名
称
に
も
使
わ
れ
て
い

る
。

　

そ
し
て
、高
さ
10
メ
ー
ト
ル
に
な
る

「
一
丁
目
の
丘
」を
登
る
と
公
園
全
体

を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、防
潮
堤
の
向

こ
う
側
に
あ
る
広
い
海
も
見
え
る
。体

の
向
き
を
変
え
る
と
、長
く
伸
び
る
中

町
通
の
向
こ
う
側
に
は
日
本
製
紙
石

巻
工
場
の
赤
と
白
の
煙
突
が
見
え
る
。

震
災
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
な
じ
み
の
景

色
と
、森
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
公
園

の
風
景
が
一
望
で
き
る
。

　
一
丁
目
の
丘
へ
登
る
坂
道
は
緩
や
か

な
弧
を
描
く
よ
う
に「
み
や
ぎ
東
日
本

大
震
災
津
波
伝
承
館
」へ
と
向
い
、さ
ら

に
、こ
の
弧
は
追
悼
の
広
場
を
囲
む
よ

う
に
続
い
て
い
る
。

　
公
園
北
側
を
流
れ
る
、聖
人
堀
は
地

域
の
雨
水
の
排
水
に
利
用
さ
れ
、震
災

前
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ふ
た
で
閉
じ
ら

れ
た
暗
き
ょ
だ
っ
た
水
路
。聖
人
堀
も

ま
た
、街
の
記
憶
を
次
世
代
に
伝
え
る

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
で

は
市
民
の
日
常
的
な
利
用
も
想
定
。そ

の
中
心
に
な
る
の
が
、石
巻
市
が
整
備

を
進
め
る
西
側
の
広
い
多
目
的
広
場

だ
。芝
の「
四
丁
目
北
広
場
」と
、土
の

「
四
丁
目
南
広
場
」で
は
家
族
で
ピ
ク

ニ
ッ
ク
や
ボ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
め
る
ほ

か
、広
い
敷
地
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

の
利
用
も
見
込
ん
で
い
る
。

　

そ
の
南
側
に
あ
る
雲
雀
野
広
場
に

は
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
、落
ち

着
い
た
色
合
い
で
配
色
さ
れ
た
複
合

型
遊
具
や
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
、ネ
ッ
ト

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
小
学
生
向
け
と
幼

児
向
け
の
遊
具
が
設
置
さ
れ
る
。周
囲

に
は
健
康
遊
具
も
置
か
れ
る
ほ
か
、大

型
の
あ
ず
ま
や
も
あ
る
こ
と
か
ら
、親

子
で
訪
れ
子
ど
も
を
見
守
り
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
時
間
を
過
ご
す
こ
と
も
で
き

る
。

　

公
園
の
中
心
的
広
場
と
な
る
の
が

「
追
悼
の
広
場
」だ
。そ
の
南
側
、善
海

田
池
に
面
し
た「
祈
り
の
場
」は
二
日
月

形
の
献
花
台
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、訪

れ
た
人
々
が
花
を
手
向
け
る
場
所
と

な
る
。街
の
記
憶
が
残
る
復
興
祈
念
公

園
を
訪
問
し
た
ら
、追
悼
の
思
い
を
胸

に
、そ
っ
と
静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
ほ

し
い
。

道
路
に
も
、か
つ
て
の
入
り
組
ん
だ
道

の
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、水
辺
の
湿
地

が
形
作
ら
れ
て
い
る
。

　
公
園
は
か
つ
て
の
環
境
と
現
状
を
踏

ま
え「
土
地
本
来
の
自
然
を
育
み
、湿

地
と
松
原
だ
っ
た
土
地
の
履
歴
を
残
す

こ
と
」に
も
取
り
組
む
。公
園
の
南
側
で

は
、か
つ
て
存
在
し
て
い
た
松
原
を
復

元
さ
せ
る
ほ
か
、市
街
地
化
す
る
以
前

の
緑
豊
か
な
場
所
を
再
生
。ま
ち
と
震

整
備
が
進
む
公
園
を
望
む
と
広
く
大

き
な
池
が
見
え
る
。公
園
の
10
分
の
１

を
占
め
る
こ
の
池
に
は「
善
海
田
」の
名

前
が
付
い
て
お
り
、か
つ
て
の
地
名
を

復
活
さ
せ
た
も
の
。既
に
野
鳥
が
飛
来

し
、再
生
さ
せ
た
湿
地
の
中
で
、羽
を

休
め
る
姿
も
見
ら
れ
る
。

　

池
の
中
心
に
は
、か
つ
て
の
道
路
の

交
差
点
が
残
さ
れ
て
お
り
、池
に
浮
か

ぶ
小
島
の
よ
う
に
見
え
る
。池
を
渡
る

　

南
浜
町
は
、１
９
６
６
年
５
月
１
日

に
門
脇
地
区
で
新
住
居
表
示
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
で
誕
生
し
た
町
の
名
前

だ
。そ
れ
以
前
、門
脇
町
五
丁
目
や
南

浜
町
一
～
五
丁
目
は「
善ぜ
ん
か
い
だ

海
田
」な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
た
。日
和
大
橋
や
日
和

山
公
園
な
ど
、少
し
高
い
場
所
か
ら
、

　公園には日常生活の中で人々が行き交った「道路」や「交差点」が残されてい
る。木々が成長すると現れる松原や、水辺の湿地は市街地化する前の土地の状
態を再生したもの。広場や丘に町の名前が残る園内の様子を紹介する。

園内を
紹介！

芝生が整備された四丁目北広場。あずま
やも設置され、市民が憩える場として利
用される。

四丁目南広場は土で整備された、多目的
な場所として利用される。

公園を東西に走る「中町通」は追悼の広
場、祈りの場、一丁目の丘の階段へ続い
ている。

雲雀野広場には、唯一、遊具が設置されて
いる。目立ちすぎない色合いで、子どもた
ちが年齢に合わせて遊べる。

かつては湿地だった南浜地区の土地の
履歴を再生した静かな水辺が広がって
いる。

園内には、ベンチやあずまやも設置され
ている。苗木が成長する公園で静かな時
間を過ごすことも出来る。

二丁目広場では市民による、震災の伝承
活動が継続される。

善海田池を渡る道にも、人々がかつて行
き交った街路網が残されている。町の区
画や暮らしを再生する手がかりとなる。

みやぎ東日本大震災津波伝承館。施設の
最も高い所がこの地を襲った津波と同じ
6.9メートルの高さ。

二日月形の献花台が置かれた「祈りの
場」。人々が善海田池の先にある海にむ
かって手を合わせ、花を手向ける場所。

善海田池の中には、震災前に使われてい
た道路の交差点が小島のように残ってい
る。野鳥が羽を休める姿も見える。

公園の北側を流れる「聖人堀」。震災前は
コンクリートのふたで閉じられていた、
暗きょだった水路だ。

一丁目の丘では、日本製紙石巻工場方面
にある、祈りの場や二丁目・三丁目広場
が見渡せる。

震災前と震災後も利用されてきた、雲雀
野海岸に抜ける県道も整備された。善海
田池を渡る道路となっている。

善海田池

追悼の広場

祈りの場
一丁目の丘

みやぎ東日本大震災
津波伝承館

聖人堀

南浜東 1号線

二丁目広場

四丁目北広場

四丁目南広場

雲雀野広場

中町通

団地広場

雲雀野松原 一丁目広場

成 長 見 守る祈りの 森
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